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1 .問題と呂的
入学する学生がこの数年間に急激に変化している O それは大学生としての自覚，
基礎学力や勉強の習慣，挨拶やマナー，現実検討力のなさ，自尊心の低さ，心の健
康，対人関係の希薄さ，将来イメージがもてないなど，さまざまな領域にわたって
いる。こうした現状に対応するには，従来のように学生を「大人扱い」するばかり
でなく，大人になるよう「支え育てていく」という視点も必要である O とくに重要
なのは新入生のサポートである O
本学の新入生のサポート体制としては，入門ゼミとガイダンスやオリエンテーシ
ョンなどがある。平成11年度から導入された入門ゼミは，新入生の大学生活や学問
への導入，友人作りに一定の効果を上げている O 教務ガイダンスでは履修の仕方を，
オリエンテーションでは各部局の案内などを行っている O しかし，課題もある。例
えば，入門ゼミの共通部分(調べる・書く・話す)は講義の 3分の lだけであり，
最近は少人数授業が苦手な学生もいるO ガイダンスやオリエンテーションでは，学
生のキャパシティを越える膨大な情報量を一度に伝えるため，時期に見合った情報
を少しずつ時間をかけて提供する方がより望ましいとも考えられるC
そうした中，本学学生相談室は入門ゼミやガイダンスを補完し，新入生のサポー
トを強化する対策の 1っとして，平成14年度から，新入生を対象とした講義「キャ
ンパスライフ実践論」を開講した。ねらいとしたのは。①新入生の大学生活への適
応を促す，②学生生活で生じやすい問題を予防する，③人間的成長や発達を促す，
④学生相談室を身近に感じさせる，であった。シラパスの語い文句は以下のとおり
である O
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表 1 キャンパスライフ実践論のシラパスの語い文句
大学とは高校までとちがい，自由なところです。それだけに，ものごとをひとつひとつ
自分で判断し，責任をもって行動していかなければなりません。人間関係も自分で築いて
いくことになります。そのなかでもしかしたら困ったり迷ったりすることもあるかもしれ
ません。
この講義では，学生相談室のスタッフが，それぞれの相談経験をもとに，学生生活に適
応していく上で起きやすい悩みや不安， トラブル，その予防や解決の方法などについてわ
かりやすく話していきます。
「新しい環境にとまどい，不安でいっぱいだ」という人， r人とうまくやっていけるだろ
うか」という人， r自分は要領がよくないので心配だ」という人など，ぜひこの講義を受講
してください。 1年生の皆さんが自分のベースをつかみ，安心して学生生活のスタートを
切れるよう，そして充実した学生生活が送れるよう，ささやかながら応援したいと思って
います。
2 .講義の内容と進め方
本講義は教養教育の選択科目に位置づけられた。対象は新入生に限定し，前期の
1時眼目に開講した。
扱う内容はできるだけ学生生活全体にわたるように考慮し，テーマを設定した。
そして相談室スタッフの多様性(室長，専任カウンセラー，併任相談員，非常勤カ
ウンセラー)を活かし，全員がそれぞれの得意なテーマを担当するオムニパス形式
の講義とした。各国の内容と担当者は表2のとおりであった。
講義の進め方は，それぞれのスタッフが1回目の後半と 2回目の前半を受け持つ
リレー形式で行った。 1回目は講義を行った後，受講生に「小レポートJ(感想・
意見・質問・体験を200字以上)を提出させた。 2回目はスタッフが小レポートの
内容を紹介し，コメントした。そして全ての講義の終わった後に， rまとめレポー
トJ(2000字)を課し，講義から学んだこと，自分自身の変化などを記述させた。
方法の工夫として表3のようなことを試みた。
3.結果
授業アンケートの数量的結果は表4のようであった。平成14年度の評価が最も高
く， 15， 16年度は下がっているO とくにまとめレポートへの評価が毎年約20%下が
っているのは注目に値する。
授業アンケートの自由記述の内容には以下のようなものがあった。
①不安の解消
「入学したばかりで不安でいっぱいだったときに，この講義を受けてとても安心
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表2 キャンパスライフ実践論の内容
月 回 ァーマ 内容・キーワード Hl6の変更点 担当者
スタッフの自己紹介，内容と進め方，ルールの説明
受講生だけで
4月 1 オリエンテーション アンケートの実施
なくスタップ 全 員
も約束
アンケートの結果，高校と大学の違いは何か 室長(倉田)
2 授業の受け方 授業は義務か権利か，授業1回の値段，座席位置 →H16相談員
ノートの取り方，要求する権利，学ぴの主体者に (神田)
教員と職員の役割，私語・遅刻・退室・喫煙・飲酒
マナー対策，話
5月 3 
大学生のマナー，こ
研究室の訪ね方をベアで話し合う
し合い，当てる 専任cp*
ころの健康調査結果 調査結果からみた今年の新入生のこころと悩み
ことについて (森田)
尋ねる
サークル活動，アル
大学生活のなかの位置づ、け，メリットとデメリット
座席指定の実 相談員→H15
4 バイトの効用
何をしたかより何を得たか， 4年生の先輩の体験談
施 室長(岡本)寅さんの映画の 1シーン
自由と自己責任の狭間で，本学の留年退学の実態 相談員
5 自立への歩み 一生i舌一一己管理「
商法や宗教勧誘の撃退法，編されやすい度を測る
(梶原)
友人は必要か，友人と親友，友人に求めるものは 非常勤 Cp
6 人づきあい うまくいくとき・いかないとき，異性関係
アンケートの実施 (中平)
今の大学生活の満足度を測ってみる
受講生が知り 相談員
7 2ヶ月を振り返る 目標達成のために本学でできること
合う機会とし (神回)
編入学・休退学
て自己・他己紹 →Hl6 
介，クイズ 森田ほか
資格だけで充分か，自分の持ち味・魅力は何か ! 相談員
6月 8 資格・適性・進路 自分探しの4年間，一歩踏み出す勇気，失敗を恐れ
ない， 5年後の自分を想像してみる i (平本)
見取り図で自分の位置を確認してみる 専任Cp
9 学年ごとの課題 先輩のレポートの紹介(1年間の変化)
自分のベースで，道のりはいろいろ
(森田)
様々な例をこころのカゼかどうか判断してみる ioxの札で答 非常勤 Cp
10 心の健康 こころのカゼの種類，こころの健康を保つポイント，える
受講生のストレス発散法を尋ねる I MISIAの曲 (岡野)
様々な例をハラスメントかどうか判断してみる
11 ノ、ラスメント どうして起きるのか，もし自分が受けたら
非常勤 Cp
「よい・悪い」ではなく「違い」だということ
(安達)
試験の受け方，長期 単位制度の確認，定期試験のー，選択式試験と[ 相談員
7月 12 記述式試験， IであるJ調，休暇を有意義に過ごす休暇の過ごし方 には，演習ゼミの選び方 (森山)
13 まとめ，授業評価
講義問返るま同一の怖いて Iベアで話し合 専任Cpほか
授業アンケートの実施 い，スッフか (森田ほか)
ら一言
*cp カウンセラー
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表3 方法の工夫と受講生の反応
工 夫 受講生の反応
課題や作業をさせる，全体に尋ねて挙手さ 参加意識を持たせる効果はあった
1 せる，ベアで話し合わせる，当てる 挙手はしたがらないが， Qxの札は上げる
Qxの札(16年度)
2 
先輩の体験談を聞く機会 食い入るように聞き，評価はひじように局
し、
意見を尋ねる (16年度)
-マナー対策について意見を尋ねる 「厳しく注意すべきJIはやり座席指定が効
3 
果的」という意見が多く，次から座席指定
に踏み切る
-授業中に当てること，話し合いについて 「当てられるのは嫌だが，話し合いは人の
意見が聞けてよい」
受講生どうしが知り合う機会(16年度) 初めは「緊張JI嫌だ」と思うが，実施後は
4 自己・他己紹介を経て4人の班を作る 「いい人でよかったJI楽しかったJI友達に
班対抗キャンパスライフ・クイズ なれたJIまたやってほしい」と大きな落差
マナー対策
-途中から遅刻者の入室禁止，机1つに 2 私語に一定の効果あり
名の座席制限，居眠り学生は起こす，議
5 義テープの貸し出し，小レポートの返却
(15年度)
-初回に約束ごとを明示(スタッフも約束)， 私語は完全になくなる
名簿順座席指定の実施(16年度) しかし，居眠りは減らない
表4 授業アンケートの数量的結呆(抜粋)
(単位%)
平成14年度 平成15年度 平成16年度
受講生数 50人 125人 96人
学生生活に役立つた 86 73 71 
これからの大学生活に役立つと思う 91 75 78 
スタッフの熱意が伝わってきた 95 73 75 
次の 1年生にも薦めたい 84 61 59 
まとめレポートは講義や自分を振り返るのに役立つた 82 62 43 
できた」
「大学は高校とは全くちがっていて，わからないことだらけだった。不安や疑問
が解消でき，とても助かった」
②役立った
「どの内容も自分に役立つことばかりだ、ったJI大学生活に大切なことを学んだ」
「これからの4年間にも役立つと思うJIもらった資料を大切にし，これからの生
活で困ったときは読み直したい」
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③スタッフ
「担当者が毎回変わったので，新鮮で退屈しなかったJIいろんな先生の話が聞け
て面白かった」
「熱意が伝わってきたJIわかりやすく丁寧に教えてもらえたJ
④コメント
「コメントや補足があったので理解が深まったJIみんなの意見が聞けてよかったj
「自分と同じことを考えている人がいる O 自分だけじゃないんだと安心で、きた」
⑤相談室
「相談室を身近に感じることができたJI因ったときは足を運ぼうと思う」
「利用してみたいけど行きにくい」
⑥その他
「先生の体験談や先輩の話を聞けたのがよかったJIつぎの 1年生にも薦めたい」
⑦課題
I 1眼目にあるのが辛かったJI他の受講生と話をする機会を設けてほしい」
まとめレポートに書かれた受講生の変化には以下のようなものがあった。
「ノートの取り方のコツを学んで授業が受けやすくなったJ
「この講義があったから，サボらずにちゃんと大学に来れているJ
「自分は奥手だ、ったが，心から友達がほしいと思えるようになり，自分から話し
かけることカfできた」
「大学を辞めようと思っていたが，この講義を受けて考えが変わった」
「今まで自分のことを他人に伝えてこなかったが，はっきりと伝えられるように
なった」
「ストレスが溜まったとき，リラックス法を試してみた」
「自分がいま何をすべきかがわかった」
「一歩踏み出していろんなことに挑戦してみようと思うようになった」
年度ごとの受講生の特徴や変化は以下のようであった。
①心の健康調査における受講生の特徴:平成14年度は全体とくらべ神経症傾向，
相談希望が多く， 15年度は相談希望が多かった。 16年度は受講生の特徴がみら
れなかった。
②平成14年度は反応がよく，手応えもあった。その後年を追うごとに，反応は錨
く，成果が見えにくくなっている O 受身的，理解の浅さ，自分の問題として考
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える力，表現する力の低下がみられる O
(講義での反応，居眠り，レポートの内容，アンケートの自由記述の量など)
4 .考察
本講義の成果は以下のように考えられる。
①大学とはどのようなところかを伝えることにより，新入生の大学生活へのスム
ーズな適応を促した。入学時の不安を解消するには「不安なのは自分だけでな
い」と知ることが効果的であった。
②大学生活で生じやすい問題や留意点を前もって知らせることにより，問題を予
防する効果があった。すでに起きた問題を解決できた例もあった。
③大学生活を有意義に送るためのヒントやキーワード 4年間の見取り図を提供
したことが，学生が人間的に成長するきっかけとなった。将来への種蒔きにも
なったのではないか。その際，担当者や先輩の体験談は大学時代の過ごし方の
多様なサンプルの提示になったと思われる。
④相談室スタッフの人となりを知らせる顔見せ興行になった。講義をきっかけに
来談する学生もおり，親しみやすきを形成したと思われる。
⑤工夫のうち効果的だ、ったのは，先輩の体験談，受講生同士が知り合う場を設け
たことなどであった。実感や体験のレベルでないと伝わらないともいえるO 抽
象化以前の体験データの蓄積のなさの表れであろうか。
今後の課題として，以下のようなことが挙げられる。
①本講義の必要度の高い学生に受講させるための工夫をどのようにするか。心の
健康調査における受講生の特徴が年々なくなってきているのは，健康度の高い
学生が増えているとも考えられるが，むしろ学生全体の個人差がなくなってい
ることの表れかもしれない。
②受講生の反応が乏しくなっていることの意味について。幼さ，経験の乏しさ，
受身性など，新入生の変化がさらに進んでいることの反映だろうか。「なるべ
く基礎から」を意図し，低めに設定しているはずの要求水準が，すでに受講生
にとっては高すぎるものになってしまっているのか。それとも，講義のねらい
や内容が受講生とずれているのか。ルールを厳しくしていったことなどが，受
講生の受身性を促進した可能性はないか。今後も慎重に検討していく必要があ
るO
